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務指導要綱(昭和 55 年 7 月 1 日)に基づき環境影響評価を行い、昭和 61 年 12 月に「諫早湾干拓
事業計画に係る環境影響評価書」が取りまとめられた。その後、排水門の規模・位置などの変更
に伴いあらためて環境影響評価を行い、平成 4 年 1 月に「諫早湾干拓事業計画（一部変更）に係
る環境影響評価書」が取りまとめられた。これら環境影響評価では、調整池水質について COD 
5mg/L、T-N 1mg/L、T-P 0.1mg/L とする環境保全目標値が設定された。 
潮受け堤防は、平成 9 年 4 月の締め切り工事終了後、平成 11 年 3 月に完成し、平成 13 年に干








海水域環境との関連性は未だ解明されていない。平成 20 年 6 月に佐賀地裁により 5 年間の開門を
命じる判決が下され、開門調査に向け環境影響評価が実施されているところである。環境影響評
価に関しては、平成 21 年 8 月 5 日～9 月 4 日にかけて方法書の公告及び縦覧、平成 23 年 10 月 31
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第１章 序論  
本論文は、以下のように第 1 章の序論、第 2 章から第 5 章の本論、及び第 6 章の結論か
ら構成されている。 
第1章  序論 
第2章  諫早湾干拓調整池に関する既往調査研究 
第3章  諫早湾干拓調整池の水質・底質特性 
第4章  海水導入に伴う懸濁性物質の挙動 
第5章  調整池内の懸濁性物質挙動に関する予測分析 




第 2 章では、諫早湾に関する既往調査研究等として、環境モニタリング調査 1)、諫早湾





































最後に、第 6 章では以上得られた結果をとりまとめ結論としている。 
 











昭和 61 年（1986 年）に環境評価が実施され、事業に着手した。総事業費は 2,460 億円
で、計画によると諫早湾の約 3 分の 1 にあたる 3,542ha が締め切られた。造成した中央干
拓地約 600ha と小江干拓地約 100ha は野菜や花木、酪農などに利用される。平成 6 年（1994
年）に長さ約７km の堤防で湾を締め切る潮受け堤防工事に本格着手し、平成 11 年（1999
年）に完成したほか、平成 13 年（2001 年）8 月から総合的な事業の見直しが検討され、平
成 14 年（2002 年）に事業計画が変更された。 
平成 14 年（2002 年）には、諌早湾干拓事業が有明海の環境に及ぼしているとされる影
響の度合いの解明に向け、平成 14 年（2002 年）に短期開門調査が実施された。短期開門
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調査は、平成 14 年（2002 年）4 月 24 日から 5 月 20 日まで調整池に海水を導入し、水質、








平成 25 年（2013 年）12 月までに開門調査を実施することが決定された。その後、その履









１．２ 事業計画と経緯  
 諫早干拓事業は昭和 27 年（1952 年）に「長崎大干拓構想」として食糧増産を目的に計
画されたものである。当初の予定では諫早湾 10,000ha を 10,900m の大堤防で締め切り米作
のための干拓地 6,700ha を造成しようというものであった。昭和 45 年（1970 年）に減反
政策・漁業補償交渉不調のため淡水湖を農業用水のほかに上水道にも利用する「長崎南部
総合開発計画」（南総計画）に変更された。昭和 57 年（1982 年）には、福岡県、佐賀県、
熊本県の同意が得られず、地域の防災を重視した「諫早湾防災総合干拓事業」に変更され、
締め切り面積も当初の約 1/3 の 3,000ha に縮小された。平成 4 年（1992 年）に工事は着工
されたが、その頃には「諫早湾干拓事業」に名称が変更されていた。平成 9 年（1997 年）
4 月 14 日に鋼板により湾奥部が締め切られ平成 11 年（1999 年）に潮受け堤防は完成した。
平成 13 年（2001 年）に干拓地面積の規模が縮小され、平成 19 年（2007 年）11 月に完工
した。表 1－1 に諫早湾干拓計画の変遷を示す。図 1－1 は平成 20 年（2008 年）1 月現在の
計画概要図である。平成 14 年（2002 年）4 月 24 日より第三者委員会によって提案された








































計画年 1952～ 1970～ 1978～ 1981～ 1982～ 1985～ 2002～
締め切り面積
(ha)
10,094 10,094 10,094 8,473 3,900 3,550 3,542
干拓地(ha) 6,718 4,800 5,918 4,847 1,740 1,635 816
（農用地） 6,200 3,485 5,485 4,430 - 1,477 693
（非農用地） 0 1,000 0 0 - 0 0
（道路など） 518 315 433 417 - 158 123
堤防敷(ha) 581 583 536 468 360 205 126
水面(ha) 2,795 4,711 3,640 3,158 1,800 1,710 2,600
（遊水池） （淡水湖） （淡水湖） （淡水湖） （調整池） （調整池） （調整池）































図 1－1 計画概要図（諌早湾干拓事業 環境モニタリング 
平成 15 年（2003 年）度版より）1) 
区分 延長 天端敷高








中央干拓地 支線道路 20.4km 5.5m





小江干拓地 支線排水路 2.3km -
13.1km -
延長 備考
中央干拓地 用水路 17.2km 陽水揚場：1ヶ所
































１．３ 干拓事業計画見直し  
 有明海は我が国最大の潮位差を有している。その有明海の西部の諫早湾で干拓事業が行
われた。諫早湾における干拓事業見直し前は、全長 7,050m の潮受堤防で締め切り、更に潮
受堤防で締め切った湾奥部の 3,550ha の一部を 17,600m の内部堤防で再び締め切ることに
より、土地（1,840 ha）と調整池（1,710 ha）を造成するものであった。干拓事業見直し





























表 1－2 計画全体概要 
  






















計画洪水位 T.P + 3.2m T.P + 2.16m
北部排水門 33.35m × 6門 33.35m × 6門









１．５ 潮受け堤防の概要  
 潮受け堤防は全長 7,050m、高さ EL(+)7.0m あり、大潮時に伊勢湾台風クラスの台風が通
過しても干拓地および周辺地域に影響を与えないよう設計されている。北部排水門はゲー

































表 1－4 水質保全目標値 
図 1－2 潮受け堤防概略図 
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１．７ まとめ  
長崎県諫早市の国営諫早湾干拓の営農者らが干拓調整池と有明海を隔てる潮受け堤
防の排水門を開けると農漁業や防災に悪影響を及ぼす恐れがあるとして、開門差し止め







































２．１ 環境モニタリング（九州農政局による）  
 諌早湾干拓事業では、事業実施にあたり、長崎県環境影響評価事務指導要綱にもとづい























































環境モニタリング調査の補足として調整池において、九州農政局が毎週 1 回（平成 8 年


















   
図 2-2 水質調査地点位置図（月 1 回調査）1) 
図 2-3 水質調査地点位置図 1) 
（週 1 回調査＝平成 8 年（1996 年）度～平成 19 年（2007 年）度 
月 2 回調査＝平成 20 年（2008 年）度以降） 
凡  例  












諫  早  市  













   
凡  例  

































諫  早  市  



































調整池及びこれに流入する水路等の水質保全を図るため、平成 9 年（1997 年）6 月に諫
早湾干拓調整池等水質委員会（事務局：農林水産省九州農政局）が設置され、調整池水質
の動向把握、水質保全対策等の検討が継続的に行われている。平成 21 年（2009 年）2 月に








図 2-4 溶存酸素等調査位置図（毎正時）1) 
 
   
凡  例  
















諫  早  市  






















































































































































２．４ 有明海再生機構の中間まとめ 3) 




積された。また、評価委員会報告書が用いていた図表等は、平成 15 年（2003 年）から平







































































短期の開門調査は、平成 14 年（2002 年）4 月 1 日から 4 月 23 日まで海水導入前調査を
受けて、4 月 24 日から 5 月 20 日まで調整池に海水が導入され、水質、水位等の観測が行
われるとともに、海水導入終了後（5 月 21 日）、調整池が淡水に回復する過程について、
引き続き調整池及び海域の水質等の変化が観測された。なお、短期の開門調査は、調整池
内の塩化物イオン濃度が海水導入前と同程度（1,000mg/l）になった時点で終了することと
なっていたが、9 月 24 日の調整池内の塩化物イオン濃度は、1,190～1,370mg/l（Ｂ1，Ｓ







海水導入後調査 ５／２１～  
 
 
開門調査に係わる調査項目を表 2-3 に示す。調査は、海水導入前（4 月 1 日～4 月 23 日）、
海水導入中（4 月 24 日～5 月 20 日）、海水導入後（5 月 21 日～）の環境の変化を把握され、
海水導入に伴う調整池及び海域における環境の変化を分析されるとともに、流況解析など
調査に必要なデータを得るための観測が行われたほか、海水導入に伴う不測の事態に対応













































P1,P2,D24 １回／週 １回／週 １回／週 採水分析
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実施は、平成 14 年（2002 年）4 月 24 日から 5 月 20 日までの 27 日間のうち 19 日、延べ
27 回実施され、約 7,000 万 m3導入された。海水導入が開始された 4 月 24 日から 4 月 29
日までは、昼間に１回の海水導入が行われ、その後は、小潮期で干潮位が最も低下しても
標高－1.0ｍ程度であった 5 月 4 日から 5 月 7 日、日雨量で 100mm 程度の降雨があった 5
月 15 日を除き、調整値水位、有明海潮位等の状況をみて可能な限りの海水導入が行われた。
排水門からの排水は、調整池の水位を標高－1.2m から－1.0m の範囲で海水導入の条件が整
い得るよう行われ、海水導入実施期間中、約 10,100 万 m3の排水が行われた。海水導入終



















24 水 中潮 - 15:30 16:02 80 -1.04 ～ -1.00
25 木 中潮 - 14:12 16:00 230 -0.98 ～ -1.09
10:30 11:10 80 -1.07 ～ -1.03
14:30 15:26 260 -1.03 ～ -1.16
10:00 10:51 200 -1.14 ～ -1.04
14:30 15:26 320 -1.03 ～ -1.19
10:00 10:54 300 -1.17 ～ -1.02
14:30 15:44 340 -1.02 ～ -1.19
10:00 11:12 340 -1.18 ～ -1.01
14:30 16:14 360 -1.01 ～ -1.19
0:11 1:33 380 -1.20 ～ -1.01
3:55 6:14 340 -1.01 ～ -1.18
6:51 8:47 360 -1.19 ～ -1.01
15:06 16:51 360 -1.00 ～ -1.18
19:34 21:16 280 -1.20 ～ -1.06
5:24 5:57 20 -0.99 ～ -1.00
15:42 17:43 380 -0.93 ～ -1.12
20:07 21:35 220 -1.12 ～ -1.01
2 木 中潮 - 16:29 19:00 420 -0.96 ～ -1.17
3 金 中潮 49 18:09 19:51 100 -1.07 ～ -1.12
4 土 小潮 14
5 日 小潮 -
6 月 小潮 1
11:55 13:00 80 -0.73 ～ -0.77
22:53 1:31 340 -0.74 ～ -0.91
11:41 14:07 300 -0.90 ～ -1.05
14:40 15:33 80 -1.05～ -1.01
23:49 2:13 340 -1.00 ～ -1.17
2:46 4:39 360 -1.17 ～ -0.99
12:00 14:30 360 -0.99 ～ -1.17
15:30 17:26 340 -1.18 ～ -1.01
0:25 2:49 300 -1.00 ～ -1.15
3:31 5:15 320 -1.16 ～ -1.00
12:30 14:43 380 -0.96 ～ -1.15
16:21 17:55 280 -1.15 ～ -1.01
1:04 3:38 380 -0.99 ～ -1.18
4:02 6:03 340 -1.18～ -1.01
13:01 14:48 380 -0.99 ～ -1.18
17:01 18:46 320 -1.17 ～ -1.01
1:36 4:16 380 -1.00 ～ -1.19
4:36 6:48 380 -1.19 ～ -1.00
13:08 15:04 400 -0.98 ～ -1.18
17:28 19:21 360 -1.18 ～ -1.00
2:16 4:41 360 -1.00 ～ -1.18
5:03 7:18 360 -1.18 ～ -1.00
13:40 15:23 340 -0.99 ～ -1.16
18:02 19:57 360 -1.18 ～ -1.00
2:57 5:08 300 -1.00～ -1.15
5:35 7:30 320 -1.17 ～ -1.01
14:07 16:02 400 -1.00 ～ -1.20
18:32 19:56 200 -1.20 ～ -1.10
4:02 5:20 80 -1.06 ～ -1.10
14:43 17:04 360 -0.94 ～ -1.12
4:44 5:33 10 -0.91 ～ -0.91
15:10 17:08 380 -0.85 ～ -1.04
19:46 20:23 40 -1.03 ～ -1.01
15:59 18:12 380 -0.94 ～ -1.13
20:30 21:57 240 -1.13 ～ -1.01
17:03 19:38 400 -0.95 ～ -1.15
21:01 22:46 280 -1.15 ～ -1.01
18:52 20:45 220 -0.97 ～ -1.08
21:24 23:05 140 -1.08 ～ -1.01
20:34 21:35 100 -0.98 ～ -1.03
22:56 23:35 40 -1.03 ～ -1.01
7000 10100
-
19 日 小潮 -
合計
20 月 小潮
17 金 中潮 -
18 土 小潮 -
15 水 中潮 92
16 木 中潮 -
13 月 大潮 -
14 火 中潮 3
11 土 大潮 -
12 日 大潮 -
9 木 中潮 -
10 金 中潮 30
46
7 火 長潮 5





















































































































































 平成 24 年（2012 年）8 月 21 日の評価書公表後、9 月 25 日に環境大臣から農林水産大臣











及びケース 2 の方法によることは適当でないと判断されている。 
 水質シミュレーションモデルの検証は、平成 19 年（2007 年）度を対象に流向・流速、
水質（DO、COD、SS）等の計算値が概ね現況を再現しており、妥当と判断されている。さら







































図 2-32 平成 19 年度水質予測の再現性検証結果 
（有明海湾奥部の代表地点） 






 なお、開門ケースについては、ケース 1＝排水門開度：全開、ケース 2＝海水導入量・排
水量を段階的に増加させ、最終的には全開、ケース 3-1＝制限流速を設定して開門、ケー
ス 3-2＝管理水位 EL－1.0～－1.2m で開門となっているが、本研究では、主として実施可




























図 2-20 濁り（4 月：開門当初月）予測結果（ケース 3-2）～アセス評価書より 





















































































































図 2-24 福岡県 SS 濃度、潮位の比較（平成 19 年度公共用水域水質調査地点） 
福岡 St-9 
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２．８ 世界的類似事例  
２．８．１ ハーリングフリート堰（オランダ）  
「ダム水源地ネット平成 13 年（2001 年）12 月号 オランダハーリングフリート堰
現地調査報告」28)に基づき、河口堰開門事例は以下のように紹介されている。 













11 年（1999 年）にはその結果を公表、平成 12 年（2000 年）には、堰を平成 17 年（2005
年）から段階的に開放することとなった。 












概要であるが、その後平成 17 年（2005 年）1 月より開門実施予定であったが、平成



























図 2-25 デルタ計画主要事業位置図 
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２．８．２ 始華湖（韓国）  
 始華湖は、韓国ソウル市から約 40ｋm 西南に位置し、平成 6 年（1994 年）12.7km の潮
受堤防竣工によって完成した人工湖であり、当初は農地への灌漑用水として淡水化が予定

























































   有明海再生機構は、既往の公的委員会等の資料を整理し、総括を試みている。例













    有明海の環境変化への影響が指摘されている要因の一つである諌早湾干拓事業に
ついて、有明海全体としての環境改善の方策を講ずるための総合的な調査の一環と
して、諌早湾干拓事業が有明海の環境に及ぼしているとされる影響の度合いの解明
に向け、平成 14 年（2002 年）4 月 1 日～4 月 23 日（海水導入前）、4 月 24 日～5 月
20 日（海水導入中）、5 月 21 日～（海水導入後）に短期開門調査及び開門総合調査
が実施された。 
    この短期開門調査は、諌早湾干拓潮受け堤防締め切り工事終了後において初めて
の開門調査であるため、現時点での開門時の状況を把握できる唯一の調査結果とい
える。 














 （７）諫早湾干拓事業の潮受け堤防の排水門の開門調査に係る環境影響評価  
    開門に伴う環境影響評価書の濁りに関する計算においては、降雨時における陸域
からの SS 流入負荷、そして干潟（干出）域からの巻き上げに伴う一定濃度の SS 供
給（負荷としては、Jd=（潮汐流量×濃度(2000mg/l)））によって現象が支配される
ようモデル設計されているものと推察される。沈降輸送については、（低濃度期の








ずれにしても SS の沈降過程と底泥の堆積過程との関連性の評価は困難である。 

































































おける高濁度層の形成と酸素消費過程，海岸工学論文集 Vol.50, pp.966-970，2003 
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図 3-2 塩化物イオン濃度の経年変化 
図 3-3 SS 濃度の経年変化 
 48
３．３ SS 濃度からみた調整池水質特性 
調整池の水質特性の経年的変化、特に潮受堤防による締め切り前後における変化につい
て考察するための環境モニタリングデータによる分析を行った（図 3-4 参照）。懸濁性物
質と他の水質との関連性のあるものを抽出し、締め切り前後に区分し図 3-5,6 に示す。 
調整池内の懸濁性物質との関連性については、T-N、T-P との関連性が確認され、T-N に
ついては、SS 濃度に占める調整池の藻類などの懸濁性窒素由来が確認され、懸濁性物質に
吸着されている総リンが確認されるようである。特に、締め切り後（平成 9 年（1997 年）
5 月～）における SS 濃度の上昇に関連して T-N、T-P ともに増加していることが特徴的で




調整池内の塩分は、汽水条件下にあることから塩分と SS 濃度及び塩分と T-P、PO４-P と





SS 濃度と塩分の関係を図 3-9 に示す。この図から、降雨時の高濁度、低塩分を除けば、
























































































図 3-5(1) SS 濃度との相関関係（B1 表層：調整池内） 













































































図 3-6(1) SS 濃度との相関関係（B3 表層：調整池外） 


































































































図 3-8(1) SS、塩化物イオン濃度と PO4-P 濃度の相関関係（B1 表層） 





























































図 3-9(1) SS 濃度と塩化物イオン濃度の相関関係（B1 表層) 
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３．４ 藻類種の長期的変化 
諫早湾干拓調整池締め切り後（平成 9 年（1997 年）度～平成 16 年（2004 年）度）の藻
類種の変遷過程について考察を行う 5),6)。 
図 3-10 に、調整池における植物プランクトンの細胞数及び各種藻類の組成比率を示す。
細胞数について見てみると、平成 13 年（2001 年）度以降、徐々に細胞数が増加している
ことが分かる。また、珪藻の占める組成比率については、平成 11 年（1999 年）度以前は
珪藻の占める割合が少なく、平成 13 年（2001 年）度以降に珪藻優占となっていることが
分かる。図 3-10 に、調整池における植物プランクトンの細胞数及び Chl-a の関係を示す。
図 3-11 に示す結果は平成 9 年（1997 年）度～平成 12 年（2000 年）度の資料について整理
したものであり、図 3-12 に平成 13 年（2001 年）度以降のものを示す。 
これらの図において、細胞数と Chl-a との関係は、ある程度の関連性が認められる。 
平成 13 年（2001 年）度以降は、明らかに珪藻優占となっていることから、図 3-12 に示
される細胞数と Chl-a の関係は、主として単一種である珪藻由来によるものであり、逆に
図 3-11 に示される平成 12 年（2000 年）度以前については、複数藻類の細胞数と Chl-a の
関係によって、ばらつきが大きくなったものと推察される。いずれにしても、平成 13 年
（2001 年）度以降、珪藻が優占的となっていることが特徴的である。平成 13 年（2001 年）
度以降に注目し、珪藻と藍藻の細胞数と水温並びに無機態窒素の変化を図 3-13 に示す。珪
藻増殖が優占的となり窒素濃度を減少させ、ついで、高水温時かつ低窒素濃度で増殖する
藍藻特有の傾向が伺える。以上の結果から、平成 13 年（2001 年）度以降における藻類の
挙動を Chl-a で表現するならば、まず、珪藻が優占種として増殖していることが挙げられ
る。図 3-14 に、諫早湾土地改良事業で使用された地盤改良材（生石灰を含む）の使用量積
算値の経年変化を示す。平成 13 年（2001 年）度以降の地盤改良材の年間使用量は、平成





































図 3-13 珪藻と藍藻の細胞数と水温並びに無機態窒素の変化 
図 3-11 細胞数と Chl-a の関係図 
（H9(1997)年度～H12(2000)年度）






























































さらに、調整池内の平成 7（1995 年）年～平成 16 年（2004 年）の SS 濃度（年平均値）
と地盤改良材積算値との経年変化関係を図 3-15 に示す。平成 10 年（1998 年）から平成 12
年（2000 年）、平成 13 年（2001 年）～平成 15 年（2003 年）にかけての SS 濃度と地盤改
良材積算値の増加が同様の傾向を示しており、平成 13 年（2001 年）以降の地盤改良材の








































































来の 3 項目の和で与えている。各水質項目流入負荷は L-Q 回帰式で与え、藻類の流入は無
いものとした 7),8)。 











































































































図 3-20 実測流量を用いた塩化物イオン濃度計算値 





























































































































































荷量を算定することができる。（3.1）に L-Q 回帰式を示す。 
 
      （3.1） 
 




3-16 より、本明川流入口付近）の水質観測地と裏山地点流入量をもとに L-Q 回帰式を作成
した。P1 地点の河川流入量は裏山地点流量から面積比で求めた。境川、深海川、山田川の
観測地点はそれぞれの昭栄橋地点、ポンプ場横、蒐塚橋地点にあり、長崎県によって観測
されている。平成元年（1989 年）から平成 10 年（1998 年）までのデータをもとに L-Q 回
帰式を作成した。諫早湾干拓調整池の流域は概ね 4 つの水系からなるものとした。河川流
入負荷の算定において、観測所の流入量では水系全体の流量にならないことから流域面積
比で拡大する必要がある。図 3-21 に水系区分図、表 3-1 に流域面積の一覧表を示す。 
 
本研究ではこのようにして得られる L-Q 回帰式を用い、調整池への流入水量から負荷量













































図 3-21 水系区分図 
水系全体流域面積 測水所流域面積
A（k㎡） B（k㎡）
本明川水系 88.5 35.8 2.48
境川水系 19.21 16.68 1.15
深海川水系 42.62 6.77 6.3
山田川水系 62.82 9.06 6.93
地域区分 A/B





（COD） ( ) 32.1)( )48.2(2.259/ QkgL CODH ⋅⋅=日     （3.2） 
（T-N） ( ) 022.1)( )48.2(150/ QkgL TNH ⋅⋅=日     （3.3） 
（T-P） ( ) 2.1)( )48.2(15/ QkgL TPH ⋅⋅=日     （3.4） 
（SS）  ( ) 32.1)( )48.2(776,7/ QkgL SSH ⋅⋅=日     （3.5） 
３．６．３ 降雨流入負荷 
調整池へ直接降雨が流入する場合も考慮している。5mm/日を有効雨量とし、調整池面積







大規模点源からの排出負荷として、以下の 4 つを考慮している。 
  ・諫早市下水処理場 
  ・し尿処理場 
  ・諫早市食肉事業所 
  ・と畜場（湯江） 






















（m3/day) 13820 2590 500 240
COD
（mg/l) 10 15 10 25
T－N
(mg/l) 10 10 10 18
T－P
(mg/l) 0.5 1 1 7
表 3-3 大規模点源における水量と水質 
と畜場(湯江） 










( ))()( ththkQ iTEI −= ・       （3.6） 
 
TEIiiIN QRL ⋅=)(                                                  （3.7） 
 
ここで、QTEI：提体浸透量 k：総括的透水係数 hi(t)：諫早湾の水位 
    h(t)：調整池の水位 LIN：提体浸透負荷 


























表 3-4 堤体浸透水質 
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SS：SS 濃度 V：貯水池容量 ＬIN：流入負荷 ＬOUT：流出負荷  
Ws：沈降速度 cli：調整池内の塩化物イオン濃度 A：貯水池面積   
Ｆe：巻上げフラックス h：調整池水深  
α：凝集による沈降速度の係数 β：巻上げ速度係数 























































    SPSPSPOUTIP RXASPwLLdt
VSPd ±+⋅⋅−−=⋅ )(  
 
（溶存性） 
    SPDATDPOUTIP RAKAKLLdt
VDPd m⋅−⋅+−=⋅ )(  
 
（藻類由来） 
    )(
)(
ii CHCdt
VCPd ⋅∑=⋅ α  
TP：T-P 濃度 V：調整池容量  SP：懸濁性 T-P 濃度  
DP：溶存性 T-P 濃度 CP：藻類由来 T-P 濃度 LIP：流入負荷  
LOUT：流出負荷  wSP：懸濁性 T-P 沈降速度  
XSP：SS の挙動に伴う懸濁性 T-P  RSP：藻類による吸収と死滅由来 




（変化） （懸濁性） （溶存性） （藻類由来） 
（変化）  （流入）  （沈降）  （SS 由来）  （流出）  











する太田川の増水時（平成 2 年（1990 年）8 月 22 日）に採取した懸濁性物質（SS：500 mg/l
及び 2000 mg/l）を海水（塩分 34.4‰）または希釈海水（塩分 15.0‰及び 2.0‰）に加え、

















14)。本研究では田中 14)の実験結果を考慮し、図 3-22 から溶脱による溶存態リン酸濃度の
時間変化を式（3.10）と式（3.11）にまとめ、図から平衡濃度を見出し、初期条件で正規




















C：リン濃度 C∞：平衡リン濃度 C0：初期リン濃度 ｋPdes：溶脱速度 
 
 





































図 3-24 から、a= 0.46, b= 0.012 を得た。 
Cl(),SS(mg/l) 
図 3-23 正規化溶存態リン酸濃度の時間変化 











































































    SNSNSNOUTIN RXASNwLLdt
VSNd ±+⋅⋅−−=⋅ )(  
 
（溶存性） 
    SNDATDNOUTIN RAKAKLLdt
VDNd m⋅−⋅+−=⋅ )(  
 
（藻類由来） 
    )(
)(
ii CHCdt
VCNd ⋅∑=⋅ α  
TN：T-N 濃度 V：調整池容量  SN：懸濁性 T-N 濃度  
DN：溶存性 T-N 濃度 CN：藻類由来 T-N 濃度 LIN：流入負荷  
LOUT：流出負荷  wSN：懸濁性 T-N 沈降速度  
XSN：SS の挙動に伴う懸濁性 T-N  RSN：藻類による吸収と死滅由来 
KDN：溶存性 T-N 溶出速度  KDAT：脱窒係数 
α：凝集による沈降速度の係数 A：貯水池面積 
 
T-N 計算において、T-N 濃度は懸濁性 T-N 濃度、溶存性 T-N 濃度、藻類由来の和とした。






（変化） （懸濁性） （溶存性） （藻類由来） 
（変化）  （流入）  （沈降）  （SS 由来）  （流出）  
























i ⋅−⋅+⋅⋅−−=⋅ )()()()( 　　　　　  
 
CH：Chl-a 濃度  V：貯水池容量  ＬOUT：流出負荷  w：沈降速度 
A：貯水池面積  P：増殖速度  μmax：最大比増殖速度  F：死滅速度 
FF：死滅速度係数 fT：温度補正係数(m1：増殖，m2：死滅)  T：水温 
IN：無機態窒素濃度 IP：無機態リン濃度 KN：無機態窒素の半飽和定数 
KP：無機態リンの半飽和定数  添字 i：（1・珪藻，2・緑藻，3・藍藻） 
 
















































    AKASCwLLdt
VSCd
GSCOUTIN ⋅+⋅⋅−−=⋅ )(  
 
（溶存性） 
    VDCKAKLLdt
VDCd
CDCOUTIN ⋅⋅−⋅+−=⋅ )(  
 
（藻類由来） 
    )(
)(
iCOD CHdt
VCCd ⋅∑=⋅ α  
COD：COD 濃度 V：調整池容量  SC：懸濁性 COD 濃度  
DC：溶存性 COD 濃度 CC：藻類由来 COD 濃度 Lin：流入負荷  
Lout：流出負荷  wSC：COD 沈降速度 KＧ：風速係数 








（変化） （懸濁性） （溶存性） （藻類由来） 
（変化）  （流入）  （沈降）  （巻き上げ）  （流出）  





































































































































































TN observed value TN simulated value
Rainfall
DIN observed value DIN simulated value
図 3-26(2)TN、DIN 検証結果 
（巻き上げ、溶出考慮） 














































































































































































































限界風速 u *c (m/s) 2.5













































































表 3-5 水質パラメータ 15)-19) 
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３．８．２ T-P、DIP 
調整池内のリンの挙動についても、T-N と DIN 同様に感度分析を行い、モデルパラメー
タの検証に先立ち陸域からの流入負荷の影響が示唆された。流入負荷のみを考慮して計算
を行った結果、陸域からの流入負荷量のみを考慮するだけでは、調整池内の T-P、DIP の計
算値は実測値と乖離する結果となった。T-N と DIN の挙動と同様、T-P、DIP の変動期間に
おいては、T-P の巻き上げと DIP の底泥からの溶出を考慮する必要が示唆された。藻類増
殖の過程において、良好な再現性を得るためには、藻類による栄養塩消費の過程を考慮す
ることも必要である。図 3-27 と 3-28 に溶脱に関する２ケースのシミュレーション結果を
示す。3.7.2 T-P（全リン）で述べたように溶解性リンは塩分そして SS 濃度と連動して変
動するが、特に溶脱現象については、田中らによる新しい知見であることを踏まえ検討を
加えた。図 3-27 は、DIP 濃度の変化を表現する上で、汽水条件下における SS からの溶脱
現象を考慮していない結果である。図 3-27 に示すように、計算値と実測値は、全体的に概
ね合致しているものの、T-P と DIP が高濃度となる期間では、計算値と実測値の乖離がみ
られる。特に SS 濃度が高い時期、河川流量が少ない時期に顕著に現れている。この傾向は、
汽水条件下における SS 濃度が高濃度の時期においては、DIP と T-P 濃度をさらに高くする
必要がある。その現象を表現するため、平成 6 年（1994 年）の田中の研究による溶脱の過
程を組み込み、モデルの精度向上を試みた。その結果が、図 3-28 であり、図 3-27 の結果
を比較してみると、図 3-28 の DIP と T-P 濃度は、SS 濃度と CL 濃度が高い期間、溶脱によ
って、高濃度となっていることが分かる。このことは、DIP が高くなっている期間は、高
い塩分により SS や CL に吸着していた DIP が再び溶出しているものと示唆される。 
 
 
パラメータ 値 単位 
溶脱速度 kPdes 0.013 1/day 
底質の濃度 BP 2.8 mg/l 
溶出速度 KrP 0.028 m/d 






























































































































































































































































































































































































































































図 3-27(1) TP、DIP 検証結果
（流入負荷量のみ考慮） 
TP observed value      TP simulated value 
                  Rainfall 








































































































































































































































図 3-29 Chl-a 検証結果 
図 3-30 COD 検証結果 
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３．８．４ SS 






1999 年（平成 11 年）～2000（平成 12 年）年の夏期（6 月～9 月）には、台風により高 SS














図 3-31 調整池内 SS 濃度検証結果（沈降、巻き上げ考慮） 


































 Observed value  Simulated value  Rainfall 
 Observed value  Simulated value  Rainfall 
00 0
図 3-32 SS 濃度感度解析結果（沈降速度：検証定数×0.5、2.0） 
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w0ሺm s⁄ ሻ ൌ 4.27 ൈ 10
െ6 ൈ C0.768 ሺg m3⁄ ሻ 
w0ሺm s⁄ ሻ ൌ 3.47 ൈ 10

























また、モデルの概要は、図 4-6 に示すとおりである。 
■調整池内及び有明海 
・平面二次元不定流モデル ・メッシュサイズ 100m×100m(6,225 メッシュ) 
・有明海は潮受堤防から約 3km 沖合までモデル化 
■河道（本明川、有明川） 
・一次元不定流モデル ・差分格子：約 200m ・河道形状：計画河道 
■排水門 


















































省九州農政局）2)で想定している表 4-2 に示す 3 ケースとした。 
 
表 4-1 流況解析の検討ケース 














・他 河 川 の流 量 は、本 明 川
（裏山）流量に流域面積比
を乗じた値とする。 
・今 回 の検 討 が感 度 分 析 で
あることから、全流域で同じ
























3 ケース  





































表 4-2 開門調査の方法 
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＜排水門の操作条件＞ 
  南北水門の操作条件（計算条件）は以下の 3 ケースとする。 
  ケース①：常時開放 
   排水門を常時開放し、水門操作しない。 
 ケース②：段階的開放 
   排水門を段階的に開放するケースであり、調整池水位を TP-1.0m～TP-1.2m の範囲内
で保持するものとした。ただし、水門閉鎖時間帯の調整池内流れによる微小な水位超
過は許容するものとする。 
  ケース③：排水門の流速制御（1.6m/s 以下） 




通過流量の関係は図 4-7 参照。） 
 最大流速は水門地点以外で発生するため、指標とする流速は水門付近の複数メッシ
ュの中の最大流速（メッシュ流速）を採用する。流速が 1.6m/s を若干超過する時間


















































































































  調整池への流入量条件（流量条件）は、表 4-3 に示す流況表をもとに以下の流量条件
①～⑤とする。なお、本明川流域以外の流量は、本明川の裏山地点の流量をもとに流域
面積比で与える。 
 流量条件①：S32.7 洪水の実績流量程度  
  本明川の既往最大洪水（S32.7 洪水）程度の流量とする。 
 流量条件②：S32.7 洪水の 50％流量程度  
  本明川の既往最大洪水（S32.7 洪水）の 50％程度の流量とする。 
 流量条件③：平水流量程度  
  本明川の裏山地点の平水流量（＝1.02m3/s：S34～H19 年の平均）をもとに設定する。 
 流量条件④：低水流量程度  
  本明川の裏山地点の低水流量（＝0.79m3/s：S34～H19 年の平均）をもとに設定する。 
 流量条件⑤：渇水流量程度  


















1日 365日平均 365日 計
9.93 1.46 0.98 0.75 0.38 0.32 1.31 41,462
7.00 2.00 1.10 0.80 0.40 0.30 1.47 46,380
55.00 1.76 1.02 0.73 ③ 0.22 ② 0.10 1.70 53,727
79.10 2.20 1.20 0.80 0.40 0.30 2.94 92,655
60.10 1.60 1.20 0.80 0.60 0.50 2.38 75,082
59.60 1.10 0.80 0.60 0.30 ② 0.10 1.41 44,531
65.70 1.30 0.80 0.60 0.50 0.40 2.08 65,724
13.31 1.27 0.87 0.61 ② 0.21 ② 0.10 1.04 32,950
24.45 1.07 0.83 ② 0.56 ① 0.14 ① 0.06 1.14 35,980
63.38 1.03 0.83 0.70 0.40 0.34 1.61 50,806
62.96 1.27 1.09 0.90 0.72 0.66 2.39 75,502
26.36 1.67 1.02 0.77 0.62 0.57 1.89 59,664
29.81 1.76 0.94 0.69 0.56 0.52 2.14 67,483
73.96 2.08 1.13 0.92 0.64 0.57 2.51 79,375
34.42 1.62 1.02 0.78 0.34 0.24 1.96 61,698
19.46 1.22 0.77 0.63 0.50 0.39 1.52 47,816
47.91 1.40 0.91 0.76 0.47 0.28 1.88 59,304
45.72 1.98 1.34 1.03 0.69 0.62 2.23 70,400
56.56 1.52 0.91 0.66 0.50 0.38 1.74 54,922
38.74 ① 0.82 ① 0.63 ① 0.51 ④ 0.24 0.16 0.96 30,270
62.25 1.56 0.90 0.75 0.34 0.22 2.35 74,246
86.73 2.80 1.47 1.02 0.78 0.73 3.49 110,230
76.68 1.69 1.28 1.09 0.81 0.76 2.26 71,388
105.83 1.39 1.12 0.87 0.69 0.62 2.41 75,895
39.32 1.74 1.14 0.79 0.61 0.56 2.21 69,696
43.90 ③ 0.93 ③ 0.71 0.58 0.48 0.34 1.47 46,417
66.87 1.87 1.25 0.90 0.55 0.41 2.47 77,837
35.04 1.50 1.13 0.98 0.87 0.77 2.37 74,863
76.73 2.26 1.50 1.04 0.79 0.74 2.97 93,574
61.40 1.78 1.04 0.84 0.73 0.63 2.53 79,928
26.76 1.55 1.02 0.78 0.67 0.57 1.66 52,468
63.51 1.46 0.92 0.69 0.59 0.17 1.84 58,054
51.42 1.99 1.15 0.91 0.62 0.60 2.74 86,460
29.08 1.52 1.13 0.92 0.84 0.84 2.00 63,292
40.17 2.24 1.23 0.91 0.77 0.55 3.20 100,779
12.78 1.00 0.76 0.70 0.55 0.44 1.09 34,392
47.70 1.11 0.86 0.75 0.64 0.51 2.05 64,511
23.87 1.33 1.05 0.91 0.63 0.50 1.87 59,158
105.88 1.68 1.14 0.99 0.55 0.36 3.29 103,650
45.25 2.16 1.46 0.99 0.69 0.61 2.91 91,839
106.35 2.19 1.22 0.98 0.65 0.45 4.18 131,941
25.04 1.28 0.92 0.74 0.56 0.38 1.64 51,841
35.83 1.13 0.77 0.61 0.36 0.24 1.38 43,483
15.56 1.23 0.84 0.69 0.56 0.44 1.43 45,126
59.21 1.70 1.03 0.74 0.55 0.39 2.08 65,607
22.99 1.33 0.91 0.70 0.48 0.39 1.61 51,012
28.99 1.14 0.76 0.63 0.63 0.55 1.53 48,264
64.91 2.02 1.07 0.80 0.65 0.58 2.76 87,112
59.80 ② 0.87 ② 0.64 ③ 0.57 0.44 ③ 0.14 1.36 43,030
近年
10ヶ年
H 10年 最小 15.56 0.87 0.64 0.57 0.36 0.14 1.36 43,030
全資料 最大 106.35 2.80 1.50 1.09 0.87 0.84 4.18 131,941
S34年 最小 7.00 0.82 0.63 0.51 0.14 0.06 0.96 30,270
H19年 平均 48.84 1.56 1.02 0.79 0.55 0.44 2.07 65,343


























































106.35 2.19 1.46 0.99 0.69 0.61 4.18 131,941












表 4-3 裏山地点流況表（CA=35.8km2） 
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＜有明海の潮位条件＞  
  有明海の潮位条件は図 4－8 に示す 3 ケースとし、潮位はモデル波形で与える。なお、
流量条件①、②については、洪水流量ピークと潮位ピークの時差を満潮時、干潮時の 2






























 ・ 排水ポンプ・・・既設 
・ ダム条件・・・本明川ダムなし 
・ 河道条件・・・本明川（0k000 上流）：現況河道とする 






















排水門操作方法 ケースNO 流量条件 潮位条件
流量と潮位の
ピーク時差












1-13 平水流量 大潮 -
1-14 中潮 -
1-15 小潮 -
1-16 低水流量 大潮 -
1-17 中潮 -
1-18 小潮 -
1-19 渇水流量 大潮 -
1-20 中潮 -
1-21 小潮 -












2-13 平水流量 大潮 -
2-14 中潮 -
2-15 小潮 -
2-16 低水流量 大潮 -
2-17 中潮 -
2-18 小潮 -
2-19 渇水流量 大潮 -
2-20 中潮 -
2-21 小潮 -












3-13 平水流量 大潮 -
3-14 中潮 -
3-15 小潮 -
3-16 低水流量 大潮 -
3-17 中潮 -
3-18 小潮 -












表 4-4 検討ケース一覧 
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主要な流況解析結果を以下に示す。 

































































































































































































図 4-9(1) 水位・流量波形図 
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図 4-9(2) 水位・流量波形図 
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図 4-10(1) 排水門操作の違いによる調整池水位と水門流量の比較 平水流量時、大潮時 
図 4-10(2) 潮位の違いによる調整池水位と水門流量の比較 平水流量時、水門操作＝常時開門 
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研究では、低めの流速である 20cm/s を採用した。 
前節の流況解析結果であるケース 1-1（水門常時開放、S32.7 実績洪水、大潮時ピーク満






















図 4-11 流速ベクトル算定結果図 
：流速ν＜0.2m/s 
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図 4-12 日水位・導入量・排水量 








凝集沈降、巻き上げの影響：ケース 1 に加え、SS 濃度の変化に塩化物濃度を考慮した凝
集沈降及び風による巻き上げを導入することにより、再現性の向上を試みる。 
 








ケース 2）で得られた結果及び SS の再現結果（パラメータは表 3-5 を参照）を各々図





































ケース 2）a は、沈降速度を 0.04m/day 一定としたケース（塩分濃度による沈降速度の
変化は考慮していない）であるが、ケース 1)に比べ開門前の再現性は向上しているものの、
開門中（4 月 24 日～5 月 20 日）において計算値が実測値に比べ乖離し高めとなっている状
況が分かる。このことから、開門前後における凝集沈降量の変化（増加）が示唆された。
そこで、凝集沈降現象のパラメータとなる沈降速度に塩分を考慮して変化させることによ








図 4-13 SS 濃度検証図 






































































































































































































する研究,低平地研究,佐賀大学低平地防災研究センターVol.20, pp.35-38, 2011 
(5)山西博幸・楠田哲也：振動流下における高濃度層の形成・保持機構に関する研究,海岸工学論
文集 第 39 巻, pp.286～290, 1992 
(6)有明海再生機構の中間まとめ，特定非営利活動法人 有明海再生機構，平成 23 年 4 月 26 日版 




















































数＝一定）を図 5-1 に示す。2007 年以降計算値が実測値 6)を上回っていることがわかる。
調整池の塩分は河川からの流入と有明海からの海水浸透によって変化している。河川流入
量は本明川の実測値を流域面積比で与えているため、海水浸透量の変化だと思われる。総

















図 5-1 塩化物イオン濃度の計算結果（総括的透水係数＝一定） 












































































































































































































































































































調整池内の SS 濃度の空間分布特性を把握するために、環境モニタリングの B1（北部）








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
巻き上げ（年間） 沈降（年間）











9 年～平成 24 年の実績流況とし、現況（推定値）は平成 14 年 4 月～5 月の短期開門時 7)
のみ開門とし、予測（推定値）は平成 14 年 4 月～5 月の短期開門以降、開門操作の実施を
想定した。なお、水門の開門方法については、「諫早湾干拓事業の潮受堤防の排水門の開門
調査に係る環境影響評価書」に示されている以下のケース 3-2（調整池の水位を現状と同





















































図 5-15 SS 濃度：現況及び予測（推定値） 







裏山地点：日平均流量の近 10 ヵ年（H14 年～H23 年）における最小～最大洪水規模（W=1/10
洪水規模）を想定するものとした。表 5-3 の流況表（本明川：裏山地点）に示すように最
小洪水規模は日流量 10～20m3/s、最大洪水規模は日流量約 60m3/s とした。最小洪水規模と
して近年洪水である平成 23 年 5 月洪水、さらに最大洪水規模として同年洪水となる平成
23 年 6 月洪水を対象とした。なお、モデル流量設定期間は２ヶ月とした。最小流量規模（日
流量 10～20m3/s）は、平成 23 年 5 月洪水（実績流量）とし、さらにその実績洪水波形を
拡大し 15m3/s 規模、20m3/s 規模のモデル波形を想定した。最大流量規模（日流量約 60m3/s）
は、平成 23 年 6 月洪水（実績流量）を想定した。沈降速度は、水質モデル構築で採用した



















表 5-1 感度分析ケース条件設定一覧（近 10 カ年最小洪水規模：平成 23 年 5 月洪水） 




ケース1 11.4m3/s（実績流量） H23年4月～5月 -
ケース2 13.6m3/s H23年4月～5月 1.2
ケース3 20.4m3/s H23年4月～5月 1.8
ケース4 11.4m3/s（実績流量） H23年4月～5月 -
ケース5 13.6m3/s H23年4月～5月 1.2
















































図 5-17(1) 本明川裏山地点：実績日流量・日雨量（平成 23 年 4 月～5 月） 



































































































































































































































表 5-3 流況表（本明川：裏山地点） 
年総量
生起日 流量 生起日時 (106m3)
S41 1966 13.31 11月13日 1.27 0.87 0.61 0.21 0.08 08月06日 05:00 1.04 32.95
S42 1967 24.45 7月11日 1.07 0.83 0.56 0.14 0.04 06月15日 18:00 1.14 35.98
S43 1968 63.38 7月14日 1.03 0.83 0.7 0.4 0.28 09月20日 14:00 1.61 50.81
S44 1969 62.96 6月29日 1.27 1.09 0.9 0.72 0.62 09月09日 07:00 2.39 75.5
S45 1970 26.36 8月14日 1.67 1.02 0.77 0.62 0.49 08月14日 03:00 1.89 59.66
S46 1971 29.81 9月6日 1.76 0.94 0.69 0.56 0.52 05月22日 24:00 2.14 67.48
S47 1972 73.96 7月12日 2.08 1.13 0.92 0.64 0.55 08月24日 22:00 2.51 79.37
S48 1973 34.42 5月8日 1.62 1.02 0.78 0.34 0.2 06月14日 07:00 1.96 61.7
S49 1974 19.46 4月7日 1.22 0.77 0.63 0.5 0.04 06月16日 16:00 1.52 47.82
S50 1975 47.91 6月25日 1.4 0.91 0.76 0.47 0.19 10月06日 15:00 1.88 59.3
S51 1976 45.72 9月13日 1.98 1.34 1.03 0.69 0.61 02月11日 13:00 2.23 70.4
S52 1977 56.56 6月16日 1.52 0.91 0.66 0.5 0.38 09月07日 22:00 1.74 54.92
S53 1978 38.74 6月11日 0.82 0.63 0.51 0.24 0.16 07月23日 18:00 0.96 30.27
S54 1979 62.25 2月23日 1.56 0.9 0.75 0.34 0.12 06月03日 21:00 2.35 74.25
S55 1980 86.73 7月2日 2.8 1.47 1.02 0.78 0.63 02月21日 20:00 3.48 110.23
S56 1981 76.68 6月30日 1.69 1.28 1.09 0.81 0.64 06月19日 22:00 2.26 71.39
S57 1982 105.83 7月23日 1.39 1.12 0.87 0.69 0.62 08月14日 17:00 2.41 75.9
S58 1983 39.32 9月28日 1.74 1.14 0.79 0.61 0 07月30日 11:00 2.21 69.7
S59 1984 43.9 7月1日 0.93 0.71 0.58 0.48 0.28 06月15日 13:00 1.47 46.42
S60 1985 66.87 6月28日 1.87 1.25 0.9 0.55 0.3 05月13日 12:00 2.47 77.84
S61 1986 35.04 1.5 1.13 0.98 0.87 欠測 2.37 74.86
S62 1987 76.73 7月19日 2.26 1.5 1.04 0.79 0.68 12月30日 15:00 2.97 93.57
S63 1988 61.4 5月3日 1.78 1.04 0.84 0.73 0.51 08月07日 16:00 2.53 79.93
H1 1989 26.76 7月28日 1.55 1.02 0.78 0.67 0.57 08月23日 18:00 1.66 52.47
H2 1990 63.51 7月2日 1.46 0.92 0.69 0.59 0.12 04月12日 01:00 1.84 58.05
H3 1991 51.42 6月30日 1.99 1.15 0.91 0.62 0.21 05月30日 09:00 2.74 86.46
H4 1992 29.08 8月15日 1.52 1.13 0.92 0.84 0.77 11月28日 20:00 2 63.29
H5 1993 40.17 8月19日 2.24 1.23 0.91 0.77 0.44 06月11日 13:00 3.2 100.78
H6 1994 12.78 4月12日 1 0.76 0.7 0.55 0.38 07月24日 17:00 1.09 34.39
H7 1995 47.7 5月1日 1.11 0.86 0.75 0.64 0.49 08月25日 16:00 2.04 64.51
H8 1996 23.87 7月3日 1.33 1.05 0.91 0.63 0.49 06月02日 17:00 1.87 59.16
H9 1997 105.88 7月10日 1.68 1.14 0.99 0.55 0.24 07月24日 08:00 3.29 103.65
H10 1998 45.25 7月25日 2.16 1.46 0.99 0.69 0.6 09月21日 05:00 2.91 91.84
H11 1999 106.35 7月23日 2.19 1.22 0.98 0.65 0.37 06月04日 06:00 4.18 131.82
H12 2000 25.04 11月2日 1.28 0.92 0.74 0.56 0.36 05月22日 03:00 1.64 51.84
H13 2001 35.83 7月12日 1.13 0.77 0.61 0.36 0.2 06月01日 17:00 1.38 43.48
H14 2002 ⑩ 15.56 9月16日 1.23 0.84 0.69 0.56 0.32 06月05日 20:00 1.43 45.13
H15 2003 ④ 59.21 7月20日 1.7 1.03 0.74 0.55 0.37 06月05日 14:00 2.08 65.61
H16 2004 ⑧ 22.99 1.33 0.91 0.7 0.48 欠測 1.62 51.23
H17 2005 ⑦ 28.99 5月1日 1.14 0.76 0.63 0.63 0.4 10月31日 18:00 1.53 48.27
H18 2006 ① 64.91 6月26日 2.02 1.07 0.8 0.65 0.56 02月04日 15:00 2.76 87.11
H19 2007 ③ 59.8 7月7日 0.87 0.64 0.57 0.44 0.11 06月10日 20:00 1.36 43.03
H20 2008 ⑨ 21.14 6月28日 0.95 0.66 0.58 0.3 0.21 07月30日 20:00 1.36 43.05
H21 2009 ⑤ 49.88 8月15日 1.19 0.75 0.68 0.49 0.32 06月20日 17:00 1.69 53.27
H22 2010 ⑥ 44.63 7月14日 1.79 1.08 0.77 0.61 0.5 11月26日 12:00 2.19 68.92
H23 2011 ② 60.97 8月23日 1.41 0.83 0.6 0.47 0.24 08月04日 18:00 2.62 82.76
- 2.02 1.08 0.80 0.65 0.56 - 2.76 87.11
- 0.87 0.64 0.57 0.30 0.11 - 1.36 43.03
近10カ年最小
(H14～H23) 15.56











図 5-18、19、表 5-4、5 は、そのケース毎の累加堆積量を比較した結果である。図表に
示すとおり平成 23 年 5 月洪水、平成 23 年 6 月洪水ともに、予測が、現況に比べ、累加堆
積量は増加する傾向となった。さらに、流量規模を比較してみると、W=1/10 流量規模相当
となる平成 23 年 6 月の方が、近 10 カ年最小流量規模となる平成 23 年 5 月に比べ、約 1.6
倍（平成 23 年 6 月の累加堆積量（ケース 2）＝約 2,600t、平成 23 年 5 月の累加堆積量（ケ


















ケース1 11.4m3/s（実績流量） H23年4～5月 - 913 ＝ 現況
ケース2 13.6m3/s H23年4～5月 1.2 868
＝近10カ年最小
流量程度
ケース3 20.4m3/s H23年4～5月 1.8 682
＝近10カ年最小
流量程度
ケース4 11.4m3/s（実績流量） H23年4～5月 - 1503
ケース5 13.6m3/s H23年4～5月 1.2 1592
＝近10カ年最小
流量程度










































表 5-4 累加堆積量算定結果一覧（近 10 カ年最小洪水規模：平成 23 年 5 月洪水） 
表 5-5 累加堆積量算定結果一覧（近 10 カ年最大洪水規模：平成 23 年 6 月洪水） 
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図 5-18 累加堆積量（平成 23 年 5 月）の計算結果 



















































































































































































































































































































































































図 5-20(1) 平成 23 年 5 月洪水：懸濁性物質(SS)挙動予測結果 



































































































































































































図 5-20(2) 平成 23 年 5 月洪水：懸濁性物質(SS)挙動予測結果 



































































































































































































図 5-20(3) 平成 23 年 5 月洪水：懸濁性物質(SS)挙動予測結果 



































































































































































































図 5-20(4) 平成 23 年 5 月洪水：懸濁性物質(SS)挙動予測結果 



































































































































































































図 5-20(5) 平成 23 年 5 月洪水：懸濁性物質(SS)挙動予測結果 


































































































































































































図 5-20(6) 平成 23 年 5 月洪水：懸濁性物質(SS)挙動予測結果 




































































































































































































図 5-21(1) 平成 23 年 7 月洪水：懸濁性物質(SS)挙動予測結果 





































































































































































































図 5-21(2) 平成 23 年 7 月洪水：懸濁性物質(SS)挙動予測結果 
[ケース 2（予測：裏山 Q=61.0m3/s）] 
累加堆積量 2,567t 
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(5)有明海再生機構の中間まとめ，特定非営利活動法人 有明海再生機構，平成 23 年 4 月 26 日版 
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